
＜一般委託＞

本仕様書の定めるところによる。

1 目      的 
ペリー来航から始まる横須賀の近現代の歴史や文化を広く市内外に発信するため、旧横須賀製鉄
所の副首長官舎「ティボディエ邸」を現代工法で再現する（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセン
ターを建設・整備するための基本設計をもとに、内装を含めた展示の詳細設計を作成するため。

2 履行期間 契約日から平成31年（2019年）７月31日

3 施行場所 横須賀市汐入町１丁目１－１ほか

4 業務内容  別紙のとおり

5 特記事項

6 関係法規 別紙のとおり

7 資格要件 

（１）平成25年４月１日以降に、国、地方公共団体が発注した、伝統的建築物（国・都道府県・市町村
指定の文化財指定/重要文化財等）を活用した常設展示面積150㎡以上（企画展示室、バックヤー
ド、ロビー等は含まない）の展示設計業務の契約を元請けとして締結し完了した実績があること。
（２）展示設計とは、環境造形、映像ソフト及び情報コンテンツ制作、グラフィック、サイン等を含む総
合的な展示設計業務等であること。
（３）博物館法第５条で定める博物館学芸員有資格者を配置できる体制であること。また、契約後す
みやかに、本事業に従事する人員の証明書類等を提出すること。

8 契約方法  総価による業務委託契約（一般委託）

9 支払方法 委託料の支払いは、業務完了後一括払いとする。

10 その他事項 この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11
監　督　 員
連　絡　先

　横須賀市文化スポーツ観光部文化振興課　企画・施設管理担当　新野　勉
　046－822－9478

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グ
リーン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示が
ない場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環
境物品等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努めているの
で、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター内装及び展示実施設計業務委託（一般委託）仕様書

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター内装及び展示実施設計業務委託に基づく内容は、



 

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター内装及び展示実施設計業務 

詳細仕様書 

 

 

１ 委託業務名 

 （仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター内装及び展示実施設計業務 

 

２ 適用 

この仕様書は、横須賀市（以下「甲」という。）が受託者（以下「乙」とい

う。）に委託する平成 30 年度（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター（以

下「ガイダンスセンター」という。）内装及び展示実施計画業務委託（以下「本

業務」という。）の履行に関し、必要な事項を定めるものである。 

  なお、ガイダンスセンター新築工事及び外構工事などにおける本業務以外

の建築詳細設計の受託者（以下「丙」という。）との密接な連携が必要にな

ることも申し添えておく。 

 

３ 目的 

  日本近代化の礎となった横須賀の歴史を伝える中核拠点として、ヴェルニ

ー公園内にティボディエ邸を活用したガイダンスセンターを整備し、併せて

日本遺産構成文化財を始めとした市内に点在する近代の歴史遺産などをサテ

ライトとして位置づけ、横須賀市内全体を軍港資料館と捉えたルートミュー

ジアムを構築するのにあたり、ルートミュージアムの中核拠点での内装及び

展示（以下「展示」という。）実施設計を行うものである。 

  展示実施設計については、これまでの建築及び展示の基本設計、近代歴史

遺産活用事業推進協議会の中に設置した軍港資料館等検討部会でのこれまで

の検討内容、さらに丙との密接な協議内容等に基づき、実施するものとする。 

 

４ 関係法令 

  本業務の実施にあたっては、本仕様書によるほか、次の関係法令等に準拠

して行うものとする。 

（１）契約規則（平成19年３月30日規則第22号） 

（２）横須賀市個人情報保護条例（平成５年条例第４号） 

（３）横須賀市個人情報保護条例施行規則（平成５年規則第45号） 

（４）その他関係法令 

 

５ 資料管理及び情報保護対策 

  本業務において、必要に応じて甲あるいは甲を通じて第三者より貸与され

る資料がある場合については、乙はその重要性を認識し、良識ある判断に基

づき資料の破損、紛失、盗難等の事故がないように取り扱うものとする。 

６ 作業計画及び作業の打合せ 



 

  本業務の実施にあたり、乙は次の書類を甲に提出し承認を得るものとする。 

  また、本業務実施期間中においても、随時、乙は甲に作業の進捗状況を報告

し、必要に応じて甲に報告書を提出するものとする。 

（１）業務着手届 

（２）作業工程表 

（３）業務実施計画書 

（４）その他甲の指示する書類 

  なお、乙は、作業実施前及び作業期間中に甲および丙との打合せを密に行

うとともに、詳細な点については、更に緊密な連絡を保ちながら作業するも

のとする。 

  また、乙は作業打合せの記録簿を５部作成し、甲に３部提出し、乙は１部

保管、丙に１部提供するものとする。 

 

７ 秘密の保持 

  乙は、在職中はもとより退職後といえども、業務上知り得た事項を他に漏

らしてはならない。 

 

８ 事故報告 

  乙は、業務遂行中に生じた諸事故に対し一切の責任を負うものとする。 

  また、万一諸事故が発生した場合には、発生原因、経過及び被害内容等の

状況を直ちに甲に報告するものとする。 

 

９ 損害賠償 

乙は、業務遂行中に甲及び第三者に与えた損害並びに第三者から受けた損害

については、すべて乙の責任において処理解決するものとする。 

 

10 業務実施計画及び完了検査 

  業務を実施するに当たり、乙は、作業を履行期限内に遅滞なく終了させる

ために業務実施計画を立案し、工程管理のための作業工程表を作成して、適

切な工程管理を行わなければならない。 

乙は、本業務の工程毎に甲に報告の上、承認を得るものとし、また業務完

了後に甲の検査を受けるものとする。 

なお、甲から仕様書の定めに適合しないものとして修正の指示があった場合

は、速やかに修正を行い再検査の合格をもって完了とする。 

  乙は、本業務を完了したときには、遅滞なく甲に対して完了届を提出する

ものとする。 

 

11 品質管理 

  本業務を遂行するに当たり、乙は適正な品質管理を行い、主要作業工程の

終了後には精度管理表を作成して、その品質管理に努めなければならない。 



 

 

12 成果品の帰属等 

  本業務の成果品及び著作権については、すべて甲に帰属するものとし、乙

は甲の許可なく他に公表、貸与、使用してはならない。 

 

13 誤りの修正義務 

  本仕様書の定めに適合しないものとして誤りが発見されたときは、乙の責

任において成果品納品前までに速やかに修正するものとし、これに要する経

費はすべて乙の負担とする。 

 

14 疑義 

  本仕様書に記載なき事項及び疑義を生じた場合は、速やかに甲に申し出る

ものとし、甲乙協議するものとする。 

 

15 再委託 

  乙は、本業務において第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。 

  ただし、ガイダンスシアターのＶＲデジタルコンテンツ映像については、

甲の「ルートミュージアム構築によるにぎわい創出事業 VR等活用業務」にお

ける公募型プロポーザルにて選定された事業者（以下「丁」という。）に甲

が、当該ＶＲデジタルコンテンツ映像の使用許諾を得たうえで、乙負担の下

に丁が計画・設計することとする。 

 

16 学識経験者等の監修 

  乙は、本業務において、甲が指定する学識経験者等の監修を受けるととも

に承認を得ること。 

  なお、学識経験者の打ち合わせ等（回数は10回程度を想定）監修に係る費

用は乙が負担することとする。 

 

17 施設の要件 

① 建設場所 神奈川県横須賀市汐入町１丁目１−１地内 

② 延床面積 218.51㎡ ※基本設計と同じ数値を記載します 

③ 基本機能 観光交流機能 

④ 用途地域及び地区の指定 

   第１種住居地域、建ぺい率60％、容積率200％ 

  ⑤高さ制限 

   第１種高度規制 

 

18 施設の要件 

（１）展示実施設計 

  ① 展示実施設計条件等の整理 



 

  ② 展示資料の検討、選定 

  ③ 展示空間構成・動線計画の確定 

④ 展示手法、展示諸装置の設定・確定 

⑤ 図面の作成 

展示制作特記仕様書、全体ゾーニング、平面図、展開図、展示造作図、 

電気・照明設備、映像・音響設備、展示グラフィック・サイン（グラ 

フィック構成図）、必要に応じた模型・装置・複製等設計 等 

⑥ 上記を補足する展示設計説明書の作成 

映像等コンテンツ、演出のストーリー、シノプシス（粗筋） 等 

⑦ 展示制作費用の算出 

⑧ 展示維持管理費用の算出 

（２）展示イメージパースの作成 

（３）ガイダンスセンター新築工事の実施設計等との調整 

ガイダンスセンター新築工事の実施設計等との調整を図りながら展示 

実施設計を進めるとともに、必要に応じて建築との定例会議に参加する 

こと。また、設計の進捗に当たり、展示からの与件図の提示のほか、建築 

施工と展示制作の区分を適宜調整するものとする。 

（４）展示制作工程表の作成 

ガイダンスセンター新築工事の建築実施設計及び甲で検討する管理運営

に関する計画との調整を図り、展示制作工程の作成を行う。 

（５）管理運営に関する検討支援・助言 

甲で検討する管理運営に関する計画にあたり、常設の展示施設を保有

する文化観光施設の指定管理者の管理運営実績の観点から必要となる検

討支援のための助言を行うものとする。 

 

19 業務履行期間 

  業務委託契約締結の日から平成31年7月31日まで 

    

20 成果品 

成果品等 部数 備考 

○ 展示実施設計図書及び設計説明書 5 部 A3判横 

○ 展示実施設計積算書 5 部 A4判横 

○ 打合せ記録簿 5 部 A4判縦 

○ パース 2 枚 ‐ 

○ 上記電子データ 1 式 ‐ 

 

21 履行（納入）場所  

  横須賀市小川町11番地 横須賀市文化スポーツ観光部文化振興課 

22 その他 



 

① 本業務遂行は当該仕様書によるが、質疑については、担当職員と協議す

ること。 

  ② 本業務終了後の資料については、原則として甲が使用する権限を有する。 

  ③ 横須賀市立横須賀総合高等学校内に保存しているティボディエ邸の建

築部材のうち、木トラス（３セット分で１セット約１トン）及び木骨れ

んが壁の一部を原寸大での展示を行うこととしているため、輸送及び設

置のスケジュールに留意すること。 

 

 

23 担当 

横須賀市文化スポーツ観光部文化振興課（企画・施設管理担当） 新野勉 

                             高田一輝 

  電話 046-822-9478（直通） 

  FAX 046-824-3277 

  E-Mail cup-pc@city.yokosuka.kanagawa.jp 

 

以上 



（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター基本設計業務
展示基本設計図書及び設計説明書

平成３０年９月

株式会社トータルメディア開発研究所



（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計

株式会社トータルメディア開発研究所

Ⅰ 基本方針

（１）基本理念

横須賀の近現代史と日本の近代化に果たした役割を市民にしっかりと普及

日本の近代化において重要な役割を果たし、近代日本の礎ともいえる横須賀の近現代の歴
史を市民にしっかりと普及し、故郷への愛着と誇りを醸成します。

多くの人が気軽に立ち寄れ、横須賀の歴史を楽しめる場の提供
近代遺産に興味がある人だけでなく、軍港や近代遺産に興味のない人にも気軽に立ち寄っ

てもらい、実物資料や、VRなどの最新映像技術を活用した興味が湧くような仕掛けで、横須
賀の歴史に触れ、体感してもらうことで、横須賀の魅力を広く発信し、多くの人に横須賀の
歴史を楽しんでもらう場とします。

ルートミュージアムの中核拠点としての周遊促進機能
ルートミュージアムの中核拠点として、市内周遊のための魅力的な情報を提供し、横須賀

全体で、近代遺産を軸としたにぎわいの創出をはかります。

（２）展示基本設計の方針

貴重な実物資料を象徴的に展示
横須賀から始まった日本の近代化を語る上で貴重なある木トラスなどの実物資料を、横須

賀市の宝として象徴的に展示していきます。

横須賀のアイデンティティをしっかりと訴求
横須賀の日本の近代化に果たした役割や、横須賀の特徴を明確に伝え、横須賀のアイデン

ティティである近現代の歴史の歩みを、市内外の人にしっかりと伝えていきます。

近代遺産を楽しむ展示で、サテライト周遊を促進
横須賀市内に広がる近代遺産を楽しむ方法をわかりやすく伝え、多くの人をサテライトへ

と誘う手法を設計します。

横須賀の近現代に関する歴史情報のアーカイブ化
横須賀の近現代に関する情報をアーカイブ化し、歴史資料の散逸を防ぐと共に、大切な横須

賀の歴史をしっかりと後世に伝承できるようにします。

Ⅱ 展示概要

（１）諸室概要

Ⅰ基本方針 Ⅱ展示概要

１

区分 室名 概要 基本設計想定面積（㎡）

ガイダンスシアター
横須賀の歴史を大画面のデジタルコン

テンツで訴求する映像シアター
30.16㎡

ガイダンス展示室・テーマ展示室
横須賀の歴史やサテライトに関する

様々な展示をするスペース
99.83㎡

展示スペース
壁面グラフィック展示や、展示用備品

などの収納スペース
10.04㎡

事務室 職員用事務室 8.82㎡

通路 15.09㎡

だれでもトイレ 7.28㎡

管理諸室

展示



（２）展示ストーリー
展示ストーリーはペリー来航から現代までの横須賀の歩みと、アイデンティティを大型スクリーンによるVR映像体験や実物資料でしっかりと訴求します。
さらにルートミュージアムの中核拠点として、サテライト回遊を促進するための各歴史文化資源の魅力とその背景の歴史ストーリーをわかりやすく伝え、期待感を醸成します。

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ２

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要

ティボディエ邸
の概要

日本最初の近代フラン

ス建築であるティボディ

エ邸の概要を解説

日本の開国と横須賀製鉄所
から始まる日本の近代化
（ガイダンスシアター）

■訴求内容

横須賀の近現代の歩みを概観的に

紹介し、横須賀を訪れた人に対して、

横須賀がどのような場所であったか

をわかりやすく伝える。

横須賀近代遺産
デジタルマップ
（ガイダンス展示）

■訴求内容

横須賀の近現代史にゆかりのあるサ

テライトをデジタルマップで一望し、

横須賀を訪れた人が、サテライトへ

と行きたくなるようにわかりやす各地

を解説。

ガイダンス展示（つなぐ・旅立つ）

サテライト

横須賀の歴史を

肌で感じる

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター

テーマ展示（出会う）

ペリー来航

横須賀製鉄所（造船所）

首都防衛整備

横須賀海軍工廠

海軍航空技術廠

戦後

自衛隊発足

現在へ

横須賀から始まる日本の近代化の歴史と
サテライト周遊を楽しむための情報を展示

【サテライト紹介】

横須賀の近現代史を伝える歴史文化資源の紹介

【近代遺産トピック展示】

サテライトをより楽しむために、ペリー来航から現在に至るまでの

横須賀の歴史を軸に当時の生活や文化を伝えるトピックを紹介。

ペリー来航から始まり、横須賀製鉄所など海軍工廠などの時代を経て現代までつながる横須

賀の歴史や文化と関係するサテライトを大型モニターによって印象的に紹介する。

【シンボル展示】

近代建築技術展示

近代建築技術を代表する木トラスや

木骨レンガ壁を実物資料や複製で

紹介。

例１：ペリー艦隊の横須賀の人の関わり

例２：横須賀製鉄所から生まれた技術の紹介

例３：横須賀造船所では建造していた船

例４：砲台と立地の関係

例５：戦時中の横須賀のくらし

例６：横須賀昔のグルメ紹介 など

【シンボル展示】

大型大砲模型展示

砲台跡などが今でも残る横須賀に当

時使用されていた大砲模型を展示。

【シンボル展示】

横須賀音楽体験

海軍軍楽隊の音楽やジャズ音楽な

どの横須賀にゆかりのある音楽を実

際に聴いて体験。

※展示は可変式とし、更新ができるようにする



（３）展示構成表

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ３

株式会社トータルメディア開発研究所

項目 大項目 中項目 役割・ねらい 展示項目 手法

ティボディエ邸の概要 屋外グラフィック

ティボディエ邸の図面や写真 屋外グラフィック

ティボディエ邸の再現過程 屋外グラフィック

２　日本の開国と横須賀製鉄所

　　から始まる日本の近代化
―

横須賀全体の近代史のあゆみをVRコンテンツで
体感的に訴求する。また横須賀が担っていた役割

や性質を知り、横須賀がどのような街であるのか
を印象付ける。

日本の開国と横須賀製鉄所（造船所）

から始まる日本の近代化
VR映像コンテンツ

３　横須賀近代遺産

　　デジタルマップ
―

横須賀近代史に深く関わったサテライトをデジタ
ルマップで一望し、各サテライトを歴史的なテーマ

などでつないで、周辺周遊を促進するコンテンツを
展開。

横須賀近代遺産デジタルマップ タッチパネル

４　サテライト紹介
横須賀の近現代史を伝える歴

史文化資源の紹介

ペリー来航から始まり、横須賀製鉄所など海軍工
廠などの時代を経て現代までつながる横須賀の

歴史や文化と関係するサテライトを大型モニター
によって印象的に紹介。

サテライト写真、映像 サイネージ（モニター映像）

木トラス展示 実物展示

「トラス工法」の解説 グラフィック

木骨れんが壁 複製・模型（一部実物使用）

木骨れんが造の解説（日本最古） グラフィック

大砲模型 複製・模型

大砲の解説 グラフィック

横須賀音楽体験
海軍軍楽隊の音楽やジャズ音楽などの横須賀に
ゆかりのある音楽を実際に聴いて体験。

横須賀の音楽体験 音楽試聴装置

ペリー艦隊の横須賀の人の関わり グラフィックパネル

横須賀製鉄所から生まれた技術の紹介 グラフィックパネル

横須賀造船所では建造していた船 グラフィックパネル

砲台と立地の関係 グラフィックパネル

戦時中の横須賀のくらし グラフィックパネル

横須賀昔のグルメ紹介　など グラフィックパネル

―

横須賀の近現代史に関する様々な情報をアーカ
イブし、閲覧できるようにする。また、アーカイブし
た情報は近代遺産アーカイブ展示にも活用でき

る。

横須賀の近現代史に関するアーカイブ タブレット端末

ガイダンス

展示

屋外解説 １　ティボディエ邸とは ティボティエ邸の概要
日本最初の近代フランス建築であるティボディエ
邸の概要と、その再現整備の過程を解説。

７　近代遺産アーカイブコーナー

テーマ展示

５　シンボル展示

近代建築技術展示
近代建築技術を代表する木トラスや木骨レンガ壁

を実物資料や複製で紹介。

大型大砲模型展示
砲台跡などが今でも残る横須賀に当時使用され

ていた大砲模型を展示。

６　近代遺産トピック展示 ―

サテライトをより楽しむために、ペリー来航から現

在に至るまでの横須賀の歴史と当時の生活や文
化を伝えるトピックを紹介。

※可変展示とし、情報更新ができるようにする。
２５枚～３０枚程度予定



（４）ゾーニング・銅線計画

ゾーニング及び動線計画は展示ストーリーに沿って、まず横須賀がどういう歴史テーマを持ち、どういうサテライトがあるかという全体像をガイダンス展示のデジタルマップとガイダンスシアターで印象的に訴求し

ます。さらに近代遺産テーマ展示では、各テーマごとにサテライトを印象的に紹介し、そのサテライトに紐づく歴史背景を解説していき、市内周遊につなげていくような計画とします。

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ４

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要

６ 近代遺産トピック展示

５ シンボル展示

３ 横須賀近代遺産
デジタルマップ

７ 近代遺産
アーカイブコーナー

４ サテライト紹介

２ 日本の開国と横須賀製鉄所
から始まる日本近代化
（ガイダンスシアター）

５ シンボル展示

１ ティボディエ邸とは

屋外解説

４サテライト紹介

４ サテライト紹介

５ シンボル展示

５ シンボル展示

６ 近代遺産トピック展示

６ 近代遺産トピック展示

ガイダンス展示

テーマ展示



（５）平面計画

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ５

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要

６ 近代遺産トピック展示

５ シンボル展示

３ 横須賀近代遺産
デジタルマップ

７ 近代遺産
アーカイブコーナー

４ サテライト紹介

２ 日本の開国と横須賀製鉄所
から始まる日本近代化
（ガイダンスシアター）

５ シンボル展示

１ ティボディエ邸とは

４ サテライト紹介

４ サテライト紹介

５ シンボル展示

５ シンボル展示

６ 近代遺産トピック展示

６ 近代遺産トピック展示

屋外解説

ガイダンス展示

テーマ展示



（６）トラス展示
木トラスの実物展示は、事物の部材を活用して、建築構造体の一部ではなく、展示資料として下記展示イメージのように展示していきます。

①木トラス展示イメージ ②木トラス展示イメージ（屋根掛かり） ③立面ー１

④立面ー１（屋根掛かり） ⑤立面ー２ ⑥立面ー２（屋根掛かり）

⑦梁伏イメージ ⑧梁伏イメージ（屋根掛り） ⑨トラス組詳細イメージ

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ６

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



（７）造作・什器

①ガイダンス展示デジタルマップ什器 ②サテライト紹介モニター什器 ③横須賀と音楽 音楽体験什器

④テーマ展示壁面造作 Keyplan

①

② ②

②③

④

グラフィック・資料展示・アーカイブ

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ７

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要

④



（８）映像ソフト

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ８

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要

※上記に加えて、横須賀製鉄所内をヴァーチャルで回遊する
VR体験映像を実施設計段階で検討・設計。



（９）模型・複製

①木骨レンガ壁復原 ②砲台模型

木骨レンガ壁展示は、一部実物資料を用いながら当時あった
構造がわかるように壁面に再現展示をする。

横須賀で使用されていた大砲の実物模型を展示し、大砲のス
ケール感に触れる

Keyplan

①

②

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ９

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



（１０）グラフィック
グラフィックは各テーマや資料の内容を説明・互換する文章、図版、イラストをパネルやシートにして解説していきます。

①ティボディエ邸解説 ②トラス、木骨レンガ解説
Keyplan

①

②③

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １０

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要

③近代遺産トピック展示

③



（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計

（１０）展示照明・電気計画
①トラス照明計画
木トラスの実物資料を横須賀の宝として、象徴的に展示するために、トラスに向けた照明演出を計画します。

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １１



②負荷容量

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １２

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



③展示照明計画

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １３

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



③展示電気与件

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １４

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



（１２）ＡＶ機器

①近代遺産デジタルマップ

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １５

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



②サテライト紹介

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １６

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



③横須賀音楽体験

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １７

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



④近代遺産アーカイブ

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １８

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



シアター 投射検証図

④ ガイダンスシアター

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 １９

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



シアター システム図

（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計 ２０

株式会社トータルメディア開発研究所 Ⅱ展示概要



（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計

株式会社トータルメディア開発研究所 パース集



（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計

株式会社トータルメディア開発研究所 パース集



（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計

株式会社トータルメディア開発研究所 パース集



（仮称）横須賀市近代遺産ガイダンスセンター 展示基本設計

株式会社トータルメディア開発研究所 パース集


